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第１２回 氷川参道歩行者専用化検討協議会  

議事要旨 

1. 開催概要 

日時 平成 30 年 5 月 31 日（木） 10 時 00 分～11時 30 分 

場所 大宮区役所 南館３０１会議室 

出席者 

【学識】 

・ 埼玉大学 理工学研究科       教授  久保田 尚 

・ 埼玉大学 理工学研究科      准教授  小嶋 文 

【交通管理者】 

・ 埼玉県警察本部 交通規制課     課長  荻野 長武 

       （道路協議・信号機新設補佐  佐々木 一郎） 

・ 大宮警察署 交通課         課長  綾木 誠一 

             （交通規制係長  北道 明） 

【道路管理者】  

・ さいたま市 建設局 北部建設事務所 所長  反町 央 

              道路維持課長  銭場 祥晃 

【沿線自治会】 

・ 吉敷町 3丁目自治会         会長  山戸 彰 

・ 浅間町１丁目自治会         会長  秋山 悦男 

・ 浅間町 2丁目自治会         会長  井端 清美 

 （矢内 桂一郎） 

・ 大門町 3丁目自治会         会長  逸見 裕一 

・ 仲町 3丁目自治会          会長  山田 雄俊 

・ 東町 1丁目自治会          会長  澤田 好雄 

・ 下町明美会             会長  小笠原 恒夫 

【協議会】 

・ 氷川の杜まちづくり協議会      会長  小峯 政昭 

・        〃         副会長  山田 とも子 

・        〃         副会長  本島 紋次郎 

・        〃         副会長  横山 好之 

欠席者 

【沿線自治会】 

・ 吉敷町 1丁目自治会         会長  関口 彰一 

・ 吉敷町 2丁目自治会         会長  花俣 幸太郎 

・ 吉敷町 4丁目自治会         会長  大澤 規郎 

配布資料 

・ 席次表、委員名簿 

・ 資料 1 歩行者専用化施設の設置について 

・ 資料 2 設えの検討について 

・ 資料 3 東側生活道路及び氷川参道横断交差点のあり方について 

・ 資料 4 今後のスケジュールについて 

・ 参考資料 1 第１１回 氷川参道歩行者専用化検討協議会 議事要旨 

・参考資料 2 氷川参道周辺図

・参考資料 3 氷川参道歩行者専用化検討協議会設置要綱
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2. 議題 

発言者 内容 

（１） 歩行者専用化施設の設置について 

事務局 ～資料１ 歩行者専用化施設の設置について説明～ 

委 員 

・ 歩行者専用化の最終目標であり、本来あるべき姿は自動車が進入しな

い完全な歩行者専用化だと考えている。 

・ 来年は、歩行者専用化とともに、新しい区役所が開設されることで参

道の歩行者はかなり増えると予想される。 

・ 車止めは、ライジングボラードではなく手で上げ下げする車止めを設

置する事で、進入が予想される３軒を含め、利用者に対し完全歩行者

専用化への意識変化を促すことが必要だと考える。 

委 員 

・ 歩行者専用化になると、右側通行のルールがなくなり、歩行者天国の

ように自由に通行できる。歩行者専用化の交通規制を担保するため、

許可車以外の車両を通行させないように、ライジングボラードが検討

されていた。 

・ 手動で上げ下げするタイプの車止めの維持管理はどのように考えて

いるか。 

委 員 
・ 手動で上げ下げするタイプの車止めは一般的に用いられているもの

であるため、支障はないと考えている。 

委 員 

・ ライジングボラードは、見た目が強固に見えるが、緊急時には踏んで

通れると聞いている。 

・ 手動で上げ下げする車止めは壊れた場合、誰かが直すまで進入できな

いことや、誰でも操作できるものであることなど、交通規制をしっか

り担保できないと考える。 

・ 各地で交通規制をかけている事例はたくさんあるが、多くは時間帯規

制である。氷川参道は、終日規制を目指すことからも、交通規制を担

保できるか不安である。 

・ ライジングボラードにこだわっているわけではないが、使い勝手が良

いものは誰でも上げ下げできてしまうという懸念がある。 

座 長 
・ 資料（10 ページ）に、門型や上げ下げ式の車止めには鍵を設置する必

要があるとあるが、鍵をつける予定なのか。 

委 員 

・ 鍵はつけたいと考えているが、つけないでほしいという意見も多々あ

るため、検討する必要がある。 

・ 鍵は、緊急車両や許可車などが持つイメージでいる。 

座 長 ・ 鍵が配布されていない緊急車両も来る可能性がある。 

委 員 
・ 住民は車両で出入りしない、搬入もしない、進入するのは緊急車両の

みという下地ができていると考えているのか。 

委 員 

・ そういう状態を目指しているということ。車止めを上げ下げする行為

が発生すると、車両の進入に抵抗が出るのではないかと期待してい

る。 

委 員 
・ 一般の人が出入りするかもしれないという状況からスタートするの

か。 

委 員 
・ 完全な歩行者専用化ではなく、許可車が出入りする暫定の歩行者専用

化で開始するということで進めている。 

委 員 

・ 主旨は了承した。 

・ 車止めがちゃんと設置されているかどうかを管理する必要が出てく

ると思うが、その体制はどのように考えているのか。 



3 

発言者 内容 

委 員
・ 24 時間監視することまではできないが、何かあれば、緊急に対応でき

る体制は整えていきたい。 

事務局 

・ 色々と意見をもらいながら、皆さんが良いと思う空間にしていきた

い。 

・ 今後、交通管理者や道路管理者と引き続き検討していくことで、事務

局に一任してもらいたい。結果は次回の協議会時に報告する。 

全 員 ・ 了承。 

（２） 設えの検討について 

 ～資料 2 設えの検討について説明～ 

座 長 
・ デザイン検討会はオープン参加なのか。オープンにもさまざまなレベ

ルがあると思うが。 

事務局 

・ 氷川参道の活動の事を知っている人に参加してもらいたいと考えて

いる。基本的にはオープン参加ではあるが、対象は大宮区在住に限る

などの条件を付ける予定でいる。 

座 長 

・ 了承した。 

・ デザイン検討会の具体的な日程については、協議会の皆さんの意見を

中心に調整してもらいたい。 

・ 設計を今後行う必要があるが、デザイン検討会はいつ頃を予定してい

るのか。 

事務局 

・ デザイン検討会（ワークショップ）については、８月末頃に行いたい

と考えている。 

・ その前段階として、皆さんが考える氷川参道がどういうものなのかを

ヒアリングし、その結果を受けてデザイン検討会（ワークショップ）

を開催したいと考えている。 

（３） 東側生活道路及び氷川参道横断交差点のあり方について 

事務局 
～資料 3 東側生活道路及び 

氷川参道横断交差点のあり方について説明～

委 員
・ 検討ケースのうち、氷川参道北区間の規制を行う案（⑤、⑥）につい

て、内容に関して今後協議をお願いしたい。 

委 員
・ 過年度の交通量調査時間と、今回の交通量調査の昼の調査時間が異な

っているが、これで良いのか。 

事務局 ・ P3 は誤植である。基本的には同じ時間帯の調査実施を予定する。 

委 員

・ 実験後のアンケートについて、賛成が多くないと対策を実施しない旨

など、しっかり周知する必要がある。 

・ また、社会実験後のアンケートで賛成の方が意見を表明しない例もあ

るので、工夫が必要である。 

委 員

・ UDCO の資料について、理想的で素晴らしいことが記載されている。 

・ 氷川の杜まちづくり協議会が発足した当初もそういう理想を目指し

て、まずは足元からということで、ゴミ拾いや草取り、苗植え等を費

用がない中で継続して行っている。 

・ 会員の年齢も高齢化してきているため、こういう活動についても触れ

ていただいたり、担い手の面での協力など連携できると良い。 

座 長 

・ 交通量調査は歩行者専用化後１か月を目安とあるが、1カ月経過する

と思いもよらない抜け道利用が出てくる可能性もある。 

・ 歩行者専用化は行ってみないとわからないが、想定場所以外でも抜け

道利用が多いという意見がでた場合には、調査する必要がある。 
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発言者 内容 

・ 歩行者専用化後の調査だけでも行えるように、準備も念頭に置き検討

してもらいたい。 

事務局 

・ 事後の調査は、再度次回協議会までに事務局で確認・検討する。 

・ 来年度、歩行者専用化を行った際に、思わぬ抜け道の懸念を含めた形

で調査する。 

・ 事後調査の比較対象は、H27 年のシミュレーション結果を活用するな

ども検討する。 

（４） 今後のスケジュールについて 

事務局 ～資料４ 今後のスケジュールについて説明～ 

・ 意見なし 

（５） その他について 

・ 意見なし 

以上 


